
〔学科目区分：ピアノ調律／ヴァイオリオン製作／ギタークラフト／ドラムカスタマイザー／管楽器リペア〕

番号：学科目名 183 ギタークラフト・リペア実習　１年
24単位
16単位

通年

指導講師

授業のテーマ

受講対象

授業計画及び内容

教材・参考書

成績評価の方法

履修上の指示事項

〔学科目区分：ピアノ調律／ヴァイオリオン製作／ギタークラフト／ドラムカスタマイザー／管楽器リペア〕

番号：学科目名 184 ギタークラフト・リペア実習　２年
24単位
16単位

通年

指導講師

授業のテーマ

受講対象

授業計画及び内容

教材・参考書

成績評価の方法

履修上の指示事項 なるべく出席のこと。ギター、ベースの演奏経験があること。

戸田 高弘

リペア、調整、クラフト、電気回路、録音、部品の調達、事業の展開イメージなど、
エレキギター／ベースに関わる知識と技術、ビジネスの基礎を学び、
卒業後の独立を視野に入れた人材育成を行う。

ギタークラフト・リペア科の履修生。その他専攻学科生は履修できません。

1. フレットとナットを含む楽器全体調整、電気回路の部品やハンダ選定による音質調整の基本を学び、
　 楽器を良い状態にセットアップする技術を身につける

2. 各人の希望に合わせて様々な技術習得にチャレンジする。
　 ギター／ベース製作（設計／製図、各種木工、PU製作、塗装など）、
 　電気回路製作実習（内臓／ペダルのエフェクタの製作、電子回路シミュレータやプリント基板CADの使い方な
ど）、
　 塗装（リフィニッシュ、特殊塗装など）、
　 修理／改造（ネック折れ、フレットレス加工とエポキシコーティング、ザグリ増設など）

授業の進行は、各人の作業／習得の進行状況に合わせて個別に行う。

エレクトリックギターメカニズム完全版、メインテナンスブック（ギター／ベース）など

平常の授業態度、出席などで評価。

リペア、調整、クラフト、電気回路、録音、部品の調達、事業の展開イメージなど、
エレキギター／ベースに関わる知識と技術、ビジネスの基礎を学び、
卒業後の独立を視野に入れた人材育成を行う。

ギタークラフト・リペア科の履修生。その他専攻学科生は履修できません。

1. ストラタキャスタータイプの組み立てキットを土台に、エレキギターの構造、音に影響を与える要素、
　 十分なプレイアビリティを実現できるセッティング技術を総合的に学ぶ。代表的な項目は下記。

　　・フレットとナットの調整、交換を含む楽器の全体的な調整
　　・基礎的なラッカー塗装の手順および超低温冷凍庫を使用した塗装のエイジド加工
　　・電気回路の部品や配線材、ハンダ選定による音質調整
　　・手巻きピックアップの作成
　 
2. 各人の希望に合わせて様々な技術習得にチャレンジする。

　　・ギター／ベース製作（設計／製図、各種木工、PU製作、塗装など）
　　・電気回路製作実習
　　　　（内臓／ペダルのエフェクタの製作、電子回路シミュレータやプリント基板CADの使い方など）
　　・塗装（リフィニッシュ、特殊塗装など）、
　　・修理／改造（ネック折れ、フレットレス加工とエポキシコーティング、ザグリ増設など）

授業の進行は、各人の作業／習得の進行状況に合わせて個別に行う。

エレクトリックギターメカニズム完全版、メインテナンスブック（ギター／ベース）など

平常の授業態度、出席などで評価。

なるべく出席のこと。ギター、ベースの演奏経験があること。

戸田 高弘
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〔学科目区分：ピアノ調律／ヴァイオリオン製作／ギタークラフト／ドラムカスタマイザー／管楽器リペア〕

番号：学科目名 185 ギター、ベース、ドラム塗装研修 ２単位 集中講座

指導講師

授業のテーマ

授業計画及び内容

教材・参考書

成績評価の方法

履修上の指示事項

〔学科目区分：ピアノ調律／ヴァイオリオン製作／ギタークラフト／ドラムカスタマイザー／管楽器リペア〕

番号：学科目名 186 ギター・ベース リペア・メインテナンス実習 １年 ４単位 通年

指導講師

授業のテーマ

授業計画及び内容

教材・参考書

成績評価の方法

履修上の指示事項

適宜資料配布

出席日数

なるべく出席のこと。ギター、ベースの演奏経験があること。

出席日数、学習姿勢、演技成果

遅刻厳禁、汚れても良い服装で受講のこと

(株)石橋楽器店 リペアセンタースタッフ

エレキ ギター・ベースの基本的な構造を学びながら、点検 調整 クリーニング方法を学ぶ
ギタークラフト・リペア科以外の学院生が(副科扱い)年間１６万円別途必要。

完成品のギター・ベースを用いて点検やクリーニング方法を学ぶ。

『楽器の構造』『調整に必要な工具』『メンテナンス方法』などを学ぶ。
実際のリペア現場で行われている手法、実践的なメンテナンスの習得を目指す。

年間10回（基本月一回第三火曜日11：00-14：00
初回が5/20　6/17　7/15　9/16　10/21　11/18　12/9　2026/1/20　2026/2/10

豊崎 貴志 他

ギター・ベース・ドラムの塗装に関して塗料の基礎知識からスプレーガンの使い方を学ぶ

始めは塗装の役割、塗料の種類(ラッカー、ウレタンなど)からスプレーガンの構造や実際の吹き付け方を説明
し、ギター・ベース・ドラムにおける塗装工程の基本を学びます。
その他、通常の工程とは異なる様々な塗装の説明や、サンバーストの着色なども体験します。

※集中講座になり年２回 ６月８日(土)、１２月１４日(土)を予定。

授業にて資料を配布
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〔学科目区分：ピアノ調律／ヴァイオリオン製作／ギタークラフト／ドラムカスタマイザー／管楽器リペア〕

番号：学科目名 187 ギター・ベース リペア・メインテナンス実習 ２年 ４単位 通年

指導講師

授業のテーマ

授業計画及び内容

教材・参考書

成績評価の方法

履修上の指示事項

〔学科目区分：ピアノ調律／ヴァイオリオン製作／ギタークラフト／ドラムカスタマイザー／管楽器リペア〕

番号：学科目名 188 ドラムカスタム実習　１年（製作・テック・奏法）
必24単位
副16単位 通年

指導講師

授業のテーマ

受講対象

授業計画及び内容

教材・参考書

成績評価の方法

履修上の指示事項

適宜資料配布

出席率

村上 敦宏 / ＨＡＺＥ / 篠原 寛孝

ドラムカスタマイザー科 必修

工具、楽器、ハードウェアの基礎知識、取扱いをテクニシャン視点から徹底的に学びます。修理実践、現場の
話、経験談、心得などドラムマガジンでは語れない部分を盛り込んだ内容。

村上先生クラス　※製作・テック（修理・調整）
・ドラム全般・ハードウェアのリペア・メンテナンス
・基本〜実践に即したチューニングの指導
・シェルの素材・構造（厚さ・深さなど）、ヘッドの種類によるサウンドの違いを解説
・安全面に留意した工具（電動含む）の取り扱い
・スネア製作(木製)を通じて楽器に対する理解度を高める

篠原クラス先生 
オンライン中継で授業を進めます。
・ネジの切り方、接合、留め方、ネジスケール製作
・ドラム椅子修理
・ペダル修理、調整
・スナッピー製作
・アンサンブルを意識したセット、全体バランスを考えたパーツ選び
・管理方法（セッティング、片付け方、保管方法）
など

ドラムの修理全般・基礎知識／工具の扱い方／ドラム・打楽器に関する奏法／スネアの製作など

(株)石橋楽器店 リペアセンタースタッフ

エレキ ギター・ベースの基本的な構造を学びながら、点検 調整 クリーニング方法を学ぶ
ギタークラフト・リペア科以外の学院生が(副科扱い)年間１６万円別途必要。

完成品のギター・ベースを用いて点検やクリーニング方法を学ぶ。

『楽器の構造』『調整に必要な工具』『メンテナンス方法』などを学ぶ。
実際のリペア現場で行われている手法、実践的なメンテナンスの習得を目指す。

ユーザーレベルのメンテナンスだけでなく、
プレイヤビリティの向上や電気回路の専門知識を用いた修理・改造などに対する造詣を深める。

年間10回（基本月一回第三火曜日15：00-18：00
初回が5/20　6/17　7/15　9/16　10/21　11/18　12/9　2026/1/20　2026/2/10

適宜資料配布

出席日数

なるべく出席のこと。ギター、ベースの演奏経験があること。
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